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松井家住宅が国の登録有形文化財に

　

７
月
27
日（
日
）、
第
８
回
大

洲
扇
面
の
美
展
表
彰
式
が
山
荘

画
廊
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

洲
市
内
外
よ
り
多
数
の
作
品
が

よ
せ
ら
れ
、
会
場
に
は
個
性
豊

か
な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)

 

☆
鴨
川
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　

菊
池　

時
重
（
八
幡
浜
市
）

【
優
秀
賞
】

　

梶
原
八
千
代
（
宇
和
島
市
）

【
大
洲
市
長
賞
】

　

稲
垣　
　

章
（
西
予
市
）

【
高
島
市
長
賞
】

　

上
杉　
　

潤
（
大
洲
市
）

【
大
洲
商
工
会
議
所
会
頭
賞
】

　

中
原　
　

瞳
（
大
洲
市
）

【
特
別
賞
】

　

二
宮　

肱
堂
（
大
洲
市
）

【
山
荘
画
廊
賞
】

　

眞
鍋
キ
ク
ヱ
（
大
洲
市
）

【
佳
　
作
】

　

浜
田　

隆
美
、
上
甲　

哲
子

　

村
上　

千
鶴
、
乾　
　

歌
子

　

竹
内　

節
美
、
阿
部　

友
恵

　

棚
田　

静
子
、
武
内
サ
チ
子

　

大
谷　

時
子

 

☆
夏
扇
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　

井
上　

恒
代
（
大
洲
市
）

【
優
秀
賞
】

　

青
野　

通
子
（
今
治
市
）

【
大
洲
市
長
賞
】

　

児
玉　

弘
子
（
宇
和
島
市
）

【
高
島
市
長
賞
】

　

上
田　

暁
山
（
大
洲
市
）

【
大
洲
商
工
会
議
所
会
頭
賞
】

　

清
水　

京
子
（
大
洲
市
）

【
佳
　
作
】

　

中
野
麻
壽
美
、
河
上
美
喜
子

　

杉
本　

悦
子
、
岩
本　

政
光

　

清
水
喜
美
子
、
冨
田　

静
子

　

井
上
セ
ツ
子
、
浅
野　

浣邃瑁
子

　

大
本　
　

登

第
８
回

大
洲
扇
面
の
美
展▲菊池時重さんの作品

柚
木
の
「
松
井
家
住
宅
」
が

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た

　

大
洲
柚
木
に
あ
る
「
松
井
家

住
宅
」
の
主
屋
と
石
垣
の
２
件

が
、
７
月
８
日
付
で
国
の
登
録

有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
な

り
ま
し
た
。

　

国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
は
、

緩
や
か
な
規
制
の
も
と
で
文
化

財
を
活
用
し
な
が
ら
保
存
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
、
厳
し
い
規
制
の
も
と
で
文

化
財
の
保
存
を
行
う
国･

県･

市

の
指
定
文
化
財
と
は
異
な
る
も

の
で
す
。
市
内
で
は
「
長
浜
大

橋
」
や
「
小
藪
温
泉
本
館
（
肱

川
）」、「
旧
加
藤
家
住
宅
主
屋（
大

洲
）」
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。
一
方
の
指
定
文
化
財
に
は

「
沖
浦
観
音
（
長
浜
）」
や
「
用

の
山
の
サ
ク
ラ
（
河
辺
）」、「
八

幡
神
社
本
殿
（
大
洲
）」
な
ど
が

あ
り
、
市
内
で
は
２
２
５
件
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
登
録
有
形
文
化
財
と
な

っ
た
「
松
井
家
住
宅
」
は
、
肱

川
を
望
む
高
台
に
位
置
し
、
斜

面
を
上
手
く
利
用
し
て
築
か
れ

た
壮
大
な
石
垣
と
、
そ
の
上
に

建
て
ら
れ
た
主
屋
が
見
事
に
調

和
し
た
住
宅
で
す
。
建
築
主
は
、

大
洲
出
身
で
明
治
末
か
ら
昭
和

に
か
け
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
貿
易

商
を
営
み
成
功
し
た
故
松
井
国

五
郎
氏
で
す
。
こ
の
建
物
は
、

大
正
末
期
、
当
時
大
阪
を
拠
点

と
し
て
い
た
国
五
郎
氏
が
、
郷

里
で
あ
る
大
洲
の
地
に
建
て
た

別
荘
で
す
。

　

主
屋
は
、
地
上
２
階
地
下
１

階
の
木
造
住
宅
で
、
茶
室
の
ほ

か
多
く
の
部
屋
か
ら
肱
川
が
眺

め
ら
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
屋
根
の
形
状
に
特
徴
が

あ
り
、
入い
り

母も

屋や

屋
根
の
高
さ
や

方
向
を
変
え
て
三
段
に
配
置
し
、

さ
ら
に
切き
り

妻づ
ま

屋
根
を
組
み
合
わ

せ
て
変
化
に
富
ま
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
せ
り
出
し
た
部
屋
を
長

い
柱
で
支
え
た
懸か
け

造
づ
く
り

風
の
つ
く

り
も
特
徴
的
で
、
優
れ
た
デ
ザ

イ
ン
性
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

石
垣
は
高
さ
５
㍍
に
も
お
よ

ぶ
も
の
で
、
地
元
で
採
れ
る
黒

（
緑
）
色
片
岩
を
Ｘ
字
状
に
組
み

合
せ
る
な
ど
独
特
の
積
み
方
が

み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
石
垣
自

体
に
段
差
を
設
け
、
一
段
低
い

部
分
に
主
屋
の
地
階
を
見
せ
る

な
ど
主
屋
と
の
一
体
感
を
持
た

せ
て
い
ま
す
。
堅
牢
な
つ
く
り

で
あ
り
な
が
ら
見
た
目
を
意
識

し
た
意
匠
性
の
高
い
石
垣
と
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
登
録
に
よ
り
、
市
内

の
登
録
有
形
文
化
財
は
13
件
と

な
り
ま
し
た
。
愛
媛
県
全
体
で

は
86
件
に
な
り
、
大
洲
市
が
県

下
で
最
多
の
登
録
件
数
と
な
り

ま
す
。

※ 

個
人
住
宅
の
た
め
建
物
内
部

の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
。

▲松井家住宅
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　地震が発生したとき、被害を最小限に抑えるには、一人ひとりが慌てず適切な行動をとることや、日ごろ
から地震に対する備えが重要です。地震が発生したときのことを家族で話し合い、非常持出品を備えましょう。
　また、住宅の耐震化や家具の転倒・落下防止対策をしたり、家族の安否の確認方法を決めておくなど、い
ざという時のための準備をしておきましょう。

１　家族でよく話し合っておきましょう。
　大規模地震が発生したとき、家族が慌てずに行動できるよう、普段から次のようなことを話し合っておき
ましょう。
　⑴　避難場所はどこにあるか
　⑵　非常持出袋には何を入れ、どこに置いておくか
　⑶　家族間の連絡方法と集合場所はどこにするか 

２　非常持出品を準備しておきましょう。
　避難が必要な場合、避難場所での生活に最低限必要な物を準備しましょう。非常持出品はリュックサック
など背中に背負えるものに入れて、いつでもすぐに持ち出せるようにしておきましょう。 

非 常 持 出 品 の 例 印鑑、預金通帳、懐中電灯、ロウソク、手袋、水、携帯ラジオ、現金、ライ
ター、非常用食品、缶切り、応急手当用品、衣類、予備の電池など

非 常 持 出 袋 の 目 安 目安として、男性で15㎏以下、女性で10㎏以下にまとめましょう。
　夜間の地震発生に備え、寝室に懐中電灯や、床に飛散したガラスによるけがを防ぐために厚手のスリッパ
などを用意しておくのも良いでしょう。 
 　 
３　火災に備え、消火器などを備えておきましょう。 
　万一の出火に備え、消火器や消火用バケツなどをすぐに使える場所に用意しておきましょう。また、お風
呂の水は常にためておくように心がけましょう。　 
　火災が発生したときに確実に消火できるよう、普段から地域の防災訓練などに参加し、消火器の使い方に
なれておきましょう。 

４　家具の転倒や落下物でけがをしないよう備えましょう。

　冷蔵庫や家具などの転倒でけがをしないよう、固定金具などで転倒防止の措置をしておきましょう。
　重い物や硬い物は棚や家具の上などの高いところには置かないようにしましょう。

　この調査は、５年ごとにわが国の水産業の実態を明らかにする

“水産業の国勢調査”ともいうべき大切な調査です。

　農林水産省が都道府県・市区町村を通じて実施する調査で、漁

業者や水産関係者の人のところへ、統計調査員が調査票への記入

のお願いに伺います。

　調査へのご協力をお願いします。

【問い合わせ先】
市役所電算課情報統計係

☎24－2111（内線375）

2008年漁業センサスを本年11月、
全国一斉に実施します。

―　調べます！日本の水産業　―

地震に対する日常の備え
地震に対する日常の備え
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毎
年
、
全
国
で
は
、
国
民
の
１
０
０
人

に
１
人
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
傷
す
る
と

い
う
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
記
録
の
残
る
昭
和
43
年
以
降
、
交
通

死
亡
事
故
が
な
か
っ
た
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
、
国
で
は
、
交
通
安
全
に
対
す

る
国
民
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
新
た
な

国
民
運
動
と
し
て
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目

指

す

日
」
を
設

け
、
９
月

30
日
が
実

施
日
と
な

っ
て
い
ま

す
。

　

市
民
の

皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り

が
交
通
ル

ー
ル
を
守

り
、
交
通

安
全
に
つ

い
て
今
一

度
考
え
る

日
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

郷
土
の
宝
で
あ
る
「
肱
川
」
に

親
し
み
、「
川
」
を
大
切
に
し
よ
う

と
す
る
心
の
醸
成
と
、
カ
ヌ
ー
の

普
及
お
よ
び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
第
18
回

カ
ヌ
ー
駅
伝
大
会
が
、
８
月
24
日

（
日
）
肱
川
の
中
流
域
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
市
内
外
か

ら
41
チ
ー
ム
お
よ
そ
２
５
０
人
が

参
加
。
今
年
も
地
元
の
み
な
さ
ん

が
横
断
幕
で
歓
迎
す
る
大
川
の
大

成
橋
上
流
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

ス
タ
ー
ト
地
点
の
川
は
降

り
注
ぐ
太
陽
の
光
を
反
射

し
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て

い
ま
し
た
。

　

大
会
は
年
齢
な
ど
で
４

つ
の
ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
、

15
・
３
㎞
を
５
人
の
仲
間
で

リ
レ
ー
し
て
、
思
い
思
い

に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し

た
。
コ
ー
ス
中
に
は
所
ど

こ
ろ
に
難
所
も
あ
り
ま
し

た
が
、
選
手
た
ち
は
巧
み

な
パ
ド
ル
さ
ば
き
で
、
の

り
き
っ
て
い
ま
し
た
。
正

午
ご
ろ
に
は
全
て
の
チ
ー

ム
が
無
事
に
ゴ
ー
ル
の
大

洲
城
下
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

９
月
30
日
は
、

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

交
通
事
故
の
後
遺
障
害
に
対
す
る
介
護
料

支
給
と
交
通
遺
児
等
貸
付
制
度
の
ご
案
内

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で

は
、
自
動
車
事
故
に
よ
り
重
度
の
脳
損
傷
お
よ

び
脊
髄
損
傷
を
受
け
常
時
介
護
お
よ
び
随
時
介

護
を
必
要
と
す
る
人
の
家
族
へ
の
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
（
共
済
）
で
次

の
後
遺
障
害
区
分
に
相
当
し
一
定
の
条
件
を
満

た
す
人
に
、
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

　

こ
の
他
、交
通
遺
児
な
ど
に
対
す
る
貸
付
（
無

利
子
）
も
従
来
ど
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
介
護
料
支
給
概
略

　

�

常�

時
介
護　

自
賠
責
認
定
等
級
「
第
１
級
１

号
」
ま
た
は
「
第
１
級
２
号
」

　

 　

 

旧
自
賠
責
認
定
等
級
「
第
１
級
３
号
」
ま

た
は
「
第
１
級
４
号
」

　

 

随�

時
介
護　

自
賠
責
認
定
等
級
「
第
２
級
１

号
」
ま
た
は
「
第
２
級
２
号
」

　

 　

 

旧
自
賠
責
認
定
等
級
「
第
２
級
３
号
」
ま

た
は
「
第
２
級
４
号
」

　

金
　
額　

月
額
２
万
９
２
９
０
円

〜
13
万
６
８
８
０
円

　

 （
注
）
介
護
保
険
法
な
ど
に
よ
る
給
付
を
受
け

た
と
き
は
、
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

○�

交
通
遺
児
な
ど
（
中
学
校
卒
業
ま
で
）
に
対

す
る
無
利
子
貸
付
概
略

　

一
時
金 

15
万
５
千
円

　

毎
月
額 

２
万
円

　

小
学
校
・
中
学
校
入
学
支
度
金 

４
万
４
千
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

独
立
行
政
法
人　

自
動
車
事
故
対
策
機
構　

愛
媛
支
所

　

松
山
市
南
江
戸
１
丁
目
６｜

３

　

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
０
７
０
８

自転車に乗るときはルールを守って‼

第18回  大洲市カヌーツーリング駅伝大会  成績一覧表

クラス 順位 チーム名 記　録

Ａ

１ 松 山 市 カ ヌ ー 協 会　 Ｚ １：43：48
２ 大 洲 カ ヌ ー 同 好 会 １：43：53
３ 清 流 肱 川 カ ヌ ー 協 会 １：44：40

Ｂ

１ Ｗａｔｅｒ　Ｒｉｄｅｒｓ １：44：38
２ 菅 田 公 民 館　 Ａ １：46：07
３ パ ド ラ ー ズ １：50：43

Ｃ

１ ハイパーウルトラマン　南中 １：42：17
２ キ ン グ　 オ ブ　 南 中 １：43：30
３ 森のキャタピー　ＴＨＥ　南中 １：45：27

レディース

１ カ ヤ ッ タ 姫 君 １：58：18
２ バ ナ デ ィ ア ン ズ ２：16：10
３ ひ じ か わ ☆ ギ ャ ル ズ ２：18：30

川
面
を
滑
る
よ
う
に

～
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
～

▲懸命にパドルを漕ぐ選手たち

お知らせ


	表紙・行政改革実施状況　ほか
	防災マニュアル・肱川の竹・木無料配布　ほか
	『キオスク端末』のご案内・市有地売却のお知らせ・藤樹まつり　ほか
	松井家住宅が国の登録有形文化財に・お知らせ　ほか
	まちのわだい・保健センター情報
	相談ごと案内・くらしの情報　ほか



